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(57)【要約】
　本発明は、液晶パネルの表示画面に表示される複数の
画面の黒ムラを補正して表示する画像表示装置であり、
画面毎に設定される黒レベルに基づくオフセット量によ
り、画面それぞれの黒レベルを調整する画像オフセット
部と、黒レベルと画面毎に設定される白レベルとにより
、表示画面全体におけるムラ補正を行なう黒ムラ補正部
とを備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネルの表示画面に表示される複数の画面の黒ムラを補正して表示する画像表示装
置であり、
　前記画面毎に設定される黒レベルに基づくオフセット量により、前記画面それぞれの前
記黒レベルを調整する画像オフセット部と、
　前記黒レベルと前記画面毎に設定される白レベルとにより、前記表示画面全体における
ムラ補正を行なう黒ムラ補正部と
　を備えることを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記画面毎に設定される黒レベル及び白レベルから、それぞれの前記画面の黒レベルの
絶対値である黒輝度を算出する黒輝度計算部と、
　前記画面の前記黒輝度における最小値を、前記画面の各々の前記黒輝度から減算し、前
記画面それぞれの差分輝度を求め、当該差分輝度からオフセット量を求めるオフセット量
算出部と
　をさらに備える
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記白レベルにおける最大値の最大白レベルを前記黒輝度の最小値で減算した目標コン
トラスト比に基づいて、前記オフセット量により調整された前記画面の画像が合成された
表示画像の画素各々の階調を補正する黒ムラ補正量を求める黒ムラ補正量計算部
　をさらに備える
　ことを特徴とする請求項２に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記黒輝度計算部が、
　前記黒レベルと前記白レベルとを乗算し、乗算結果を前記黒輝度とする
　ことを特徴とする請求項２及び請求項３に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記黒ムラ補正量計算部が、
　前記白レベルにおける最大値の最大白レベルを前記黒輝度の最小値で減算した目標コン
トラスト比と、製造時における表示ムラ補正の調整を行なった際の調整時コントラスト比
とを比較し、前記黒ムラ補正量を算出する
　ことを特徴とする請求項３または請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　液晶パネルの表示画面に表示される複数の画面の黒ムラを補正して表示する画像表示方
法であり、
　画像オフセット部が、前記画面毎に設定される黒レベルに基づくオフセット量により、
前記画面それぞれの前記黒レベルを調整する画像オフセット過程と、
　黒ムラ補正部が、前記黒レベルと前記画面毎に設定される白レベルとにより、前記表示
画面全体におけるムラ補正を行なう黒ムラ補正過程と
　を含むことを特徴とする画像表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶モニターなどの画像表示装置及び画像表示方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医用あるいはグラフィックデザインなどといった業務においては、診断や色彩の表現に
使用されるため、画像表示装置（ディスプレイ）に対して数値的に正確な色再現が必要で
ある。このため、画像表示装置には、表示画面に表示される画像の輝度や色度の正確さ、
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及び表示画面内における輝度均一性が求められている。
　さらに、近年において、画像表示装置は、表示画面の大画面化に伴い、例えば、異なる
装置で運用していた医用における画像診断（Ｘ線画像）と、事務用の電子カルテとの表示
の統合（ＰｉｎＰ（picture in picture）／ＰｂｙＰ（picture by picture）などを用い
た表示）が求められている。
【０００３】
　すなわち、画像表示装置の表示画面内において、この表示画面に表示される異なる複数
のアプリケーションの画面の各々が、それぞれの独立した画質設定に対応した画像を正確
に表示することが求められている。
　このため、画像表示装置においては、映像表示部（液晶パネルやバックライト）におけ
る、例えば図７に示す表示画面の表示ムラを補正し、表示画面内で均一な表示を実現して
いる（例えば、特許文献１参照）。
　図７は、画像表示装置の表示画面内における表示ムラの一例を示す３次元グラフである
。一般的に、表示画面内における表示ムラは、個々の画像表示装置によって状態が異なる
。この図７は、画像表示装置の表示画面における水平方向の位置に対応するｘ軸及び垂直
方向の位置に対応するｙ軸の各々の座標値で設定される画素におけるｚ軸の画面輝度値[c
d/m２]を示している。すなわち、各画素が同じ階調の画像を表示したときの画像表示装置
の表示画面における表示ムラ（画面輝度値の不均一性）を示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－２１９０６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１のような表示装置の場合、表示画面における独立した黒レベルをそれぞれ有
する画面において、それぞれの画面の独立した画質設定に対応した画像を正確に表示する
ことが困難である。
　すなわち、図８に示すように、特許文献１の画像表示装置２００において、画像オフセ
ット回路２０１は、画像入力部２０２を介して入力される画面画像の黒レベルを、予め画
質設定記憶部２０３に設定された黒レベル（黒レベル補正データ）によりオフセット調整
する。また、画像オフセット回路２０４は、画像入力部２０５を介して入力される画面画
像の黒レベル（画像オフセット回路２０１に入力される黒ラベルと独立に設定された黒レ
ベル）を、画質設定記憶部２０３に設定された黒レベルによりオフセット調整する。
【０００６】
　そして、画像合成回路２０６は、画像オフセット回路２０１及び２０４の各々から出力
される、それぞれオフセット調整された画面画像を合成して、表示画面画像を生成する。
黒ムラ補正回路２０７は、画質設定記憶部２０３に設定されたムラ補正設定である黒ムラ
補正データにより、表示画面画像の黒ムラ補正を行ない、画像表示部２０８に対して出力
する。ここで、黒ムラ補正回路２０７は、画像表示部２０８の表示ムラを表示画面内で均
一な表示とするムラ補正によって、黒ムラの補正を行なっている。画像表示部２０８は、
液晶パネルであり、黒ムラ補正回路２０７から供給される表示画面画像を、表示画面に対
して表示する。この図８は、特許文献１の画像表示装置の概念図である。
【０００７】
　このため、特許文献１の画像表示装置は、黒レベルの設定とは異なる表示画面内の黒ム
ラ（表示ムラ）のムラ補正を行なっており、この２つの独立した黒レベルの設定の組合わ
せにより、画像表示部２０８の表示画面に表示される各画面における画質が決定される。
しかしながら、黒ムラ補正回路２０７において表示画面のムラ補正を行なわれることによ
り、画像表示部２０８の表示画面全体の黒レベルが上昇して、表示画面に表示される画面
毎における希望するコントラスト特性が得られなくなる。
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【０００８】
　上述の課題を鑑み、本発明は、表示画面に表示される複数の画面毎に適切な画像を表示
することができる画像表示装置および画像表示方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、液晶パネルの表示画面に表示される複数の画面の黒ムラを補正して表示する
画像表示装置であり、前記画面毎に設定される黒レベルに基づくオフセット量により、前
記画面それぞれの前記黒レベルを調整する画像オフセット部と、前記黒レベルと前記画面
毎に設定される白レベルとにより、前記表示画面全体におけるムラ補正を行なう黒ムラ補
正部とを備えることを特徴とする画像表示装置である。
【００１０】
　本発明は、液晶パネルの表示画面に表示される複数の画面の各々の黒ムラを補正して表
示する画像表示であり、画像オフセット部が、前記画面毎に設定される黒レベルに基づく
オフセット量により、前記画面それぞれの前記黒レベルを調整する画像オフセット過程と
、黒ムラ補正部が、前記黒レベルと前記画面毎に設定される白レベルとにより、前記表示
画面全体におけるムラ補正を行なう黒ムラ補正過程とを含むことを特徴とする画像表示方
法である。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、表示画面に表示される複数の画面毎に適切な画像を表示することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態による画像表示装置１の構成例を示す図である。
【図２】本実施形態における、目標コントラストが１００：１の場合の黒ムラ補正を行な
ったときの表示ムラの一例を示す図である。
【図３】本実施形態における、目標コントラストが３０：１の場合の黒ムラ補正を行なっ
たときの表示ムラの一例を示す図である。
【図４】本実施形態における、目標コントラストが１０：１の場合の黒ムラ補正を行なっ
たときの表示ムラの一例を示す図である。
【図５】本発明の実施形態の概念を説明する図である。
【図６】画像表示装置１が行う液晶パネル２１に表示画面画像を表示する処理例を示すフ
ローチャートである。
【図７】画像表示装置の表示画面内における表示ムラの一例を示す３次元グラフである。
【図８】特許文献１の画像表示装置の概念図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態による画像表示装置について図面を参照して説明する。図１は
、本発明の実施形態による画像表示装置１の構成例を示す図である。
　図１に示すように、画像表示装置１は、黒輝度算出部１１、オフセット量算出部１２、
最小黒輝度選択部１３、最大輝度選択部１４、黒ムラ補正量計算部１５、画像入力部１６
、画像オフセット部１７、画像合成部１８、黒ムラ補正部１９、記憶部２０及び液晶パネ
ル２１を備えている。
【００１４】
　本実施形態においては、液晶パネル２１の表示画面に表示される画面（例えば、ウィン
ドウ表示）毎に黒レベルと白レベルとが、表示画面の設定としてユーザにより入力される
。すなわち、ユーザは、液晶パネル２１の表示画面における画面毎に、希望する白レベル
及び黒レベルの各々を、画像表示装置１に対して設定する。設定値の単位と範囲とは任意
であるが、本実施形態においては、白レベル及び黒レベルの各々の単位及び範囲を、それ
ぞれ０～１００[％]とする。白レベルは、所定の画面に表示される画像の最も明るい輝度
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（最大階調を表示したときの輝度）に対応する。黒レベルは、所定の画面に表示される画
像の最も暗い輝度（最小階調を表示したときの輝度）に対応する。白レベルは、バックラ
イトの出力や画像信号の最大レベル（液晶パネル２１の画素における光の最大透過率）を
可変して制御する。黒レベルは、画像信号の最小レベル（液晶パネル２１の画素における
光の最小透過率）を可変する。バックライトや画像信号を可変して制御する動作は、一般
的な液晶パネルと同様である。表示画面は、例えば、ＰｉｎＰ（picture in picture）、
ＰｂｙＰ（picture by picture）などを用いて表示される。すなわち、ＰｉｎＰとして表
示する場合、表示領域の一部の領域に第２の画面が表示され、第２の画面を除く表示領域
全体に第１の画面が表示される。また、ＰｉｎＰ（picture in picture）として表示する
場合、表示領域を２つに分割し、一方の領域に第１の画面が表示され、他方の画面に第２
の画面が表示される。なお、２つの画面（第１の画面、第２の画面）について説明したが
、３つの画面（第１の画面、第２の画面、第３の画面）など、複数の画面が表示されるよ
うにしてもよい。
【００１５】
　黒輝度算出部１１は、ユーザが設定した画面毎の黒レベルと白レベルとから、画面各々
における黒レベルの絶対値（各画面に表示される際の実際に輝度）である黒輝度を算出す
る。黒輝度として、表示画面における正確な黒画面輝度[cd/m２]の算出が望ましい。しか
しながら、本実施形態においては、簡便に黒レベルと白レベルとの各々を乗算した結果を
黒輝度として求める。すなわち、黒輝度は、表示画面に最小階調の画像を表示したときの
輝度に対応している。
【００１６】
　例えば、液晶パネル２１の表示画面に画面Ｐ１（第１の画面）及び画面Ｐ２（第２の画
面）の各々が表示される際に、画面Ｐ１の黒レベルが１０％、白レベルが３０％として設
定された場合、黒輝度は０．０３（＝０．１×０．３）と求められる。同様に、画面Ｐ２
の黒レベルが５％、白レベルが１００％として設定された場合、黒輝度は０．０５（＝０
．０５×１．０）と求められる。黒レベルは、液晶パネル２０の画素における光の透過率
を示している。白レベルは、最大輝度値であり、バックライト（不図示）の最大照度に対
する比率を示している。なお、液晶パネル２０は、バックライトが発する光を映像信号に
基づいて変調して画像を表示する。
【００１７】
　液晶パネル２１の表示画面に表示される画面の各々において、それぞれ独立した黒レベ
ル及び白レベルを適切に再現するため、画面間における白レベル及び黒レベルの大小を明
確化する必要がある。黒レベルは、白レベルに対する相対値である。このため、白レベル
とは異なり、黒レベル自体では、画面間における大小を明確化することができない。本実
施形態においては、上述した黒輝度を算出し、画面間における黒レベルの相対評価を行な
っている。
【００１８】
　最小黒輝度選択部１３は、黒輝度算出部１１が求めた各画面における黒輝度の中で、最
も小さな黒輝度（最小黒輝度）を選択する。また、最小黒輝度選択部１３は、選択した最
小黒輝度を黒ムラ補正量計算部１５に対して出力する。ここで、本実施形態の場合、最小
黒輝度選択部１３は、画面Ｐ１の黒輝度０．０３を選択する。
【００１９】
　最大輝度選択部１４は、画面の各々の白レベルから、最大の輝度値（白輝度）、すなわ
ち最大の白レベル（最大白レベル）を選択する。また、最小黒輝度選択部１３は、選択し
た最大白レベルを黒ムラ補正量計算部１５に対して出力する。本実施形態の場合、最大輝
度選択部１４は、画面Ｐ２の白レベル１．０を選択する。
【００２０】
　画像入力部１６は、外部機器から液晶パネル２１の画像表示面に表示される画面の各々
の画面表示画像それぞれを入力する。
【００２１】
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　オフセット量算出部１２は、画面の黒輝度と、最小黒輝度と、最大白レベルとの各々に
より、画像オフセット補正量の算出を行なう。ここで、オフセット量算出部１２は、画面
の黒輝度の各々から、最小黒輝度を減算し、減算結果として画面それぞれの差分輝度を求
める。そして、オフセット量算出部１２は、画面の差分輝度の各々を、最大白レベルで除
算し、画面それぞれの画像オフセット補正量を求める。また、オフセット量算出部１２は
、求めた画像オフセット補正量を画像オフセット部１７へ出力する。
【００２２】
　例えば、最小黒輝度が０．０３であるため、画面Ｐ１の画面表示画像の差分輝度は、０
．０（＝０．０３－０．０３）となる。一方、画面Ｐ２の画面表示画像の差分輝度は、０
．０２（＝０．０５－０．０３）となる。また、最大白レベルが１であるため、画面Ｐ１
及び画面Ｐ２の各々の画面表示画像の画像オフセット補正量は、それぞれ０．０（＝０．
０／１．０）、０．０２（＝０．０２／１．０）となる。
【００２３】
　画像オフセット部１７は、オフセット量算出部１２から供給される画像オフセット補正
量に基づいて、画面の各々の画面表示画像の黒レベルを上昇させる。すなわち、画像オフ
セット部１７は、画面表示画像の各画素の階調を画像オフセット量分上昇させる処理を行
ない、補正後の階調からなる画面表示画像を出力する。本実施形態において、画像オフセ
ット部１７は、画面Ｐ１の画面表示画像に対する画像オフセット補正量が０であるため、
画面Ｐ１の画面表示画像に対するオフセットによる補正を行なわない。一方、画像オフセ
ット部１７は、画面Ｐ２の画面表示画像に対する画像オフセット補正量が０．０２である
ため、画面Ｐ２の画面表示画像の各々の階調を画像オフセット補正量０．０２分上昇させ
る補正を行う。
【００２４】
　画像合成部１８は、画像オフセット部１７がオフセット補正を行なった画面Ｐ１の画面
表示画像と画面Ｐ２の画面表示画像との各々を、液晶パネル２１の表示画面に表示する表
示画面画像として合成する。そして、画像合成部１８は、合成した表示画面画像を、黒ム
ラ補正部１９に対して出力する。
【００２５】
　黒ムラ補正量計算部１５は、最大白レベルと最小黒輝度とから目標コントラスト比を算
出する。本実施形態において、黒ムラ補正量計算部１５は、最大白レベルが白レベル１で
あり、最小黒輝度が黒輝度０．０３であるため、目標コントラスト比が１００：３（≒３
３：１）として算出される。このコントラスト比の計算方法は、簡易的な計算であり、さ
らに係数を乗じるなどする正確なコントラスト比を計算できる手順を用いても良い。黒ム
ラ補正量計算部１５は、目標コントラスト比と、表示ムラ調整時におけるコントラスト比
である調整時コントラスト比とを比較し、目標コントラスト比が得られるように、黒ムラ
補正量を求める。
　記憶部２０には、調整時コントラスト比が予め書き込まれて記憶されている。以下、こ
の調整時コントラスト比について説明する。
【００２６】
　液晶パネル２１を製造した際または表示装置を製造した際など、この液晶パネル２１の
表示画面の表示ムラを補正するための基準となるムラ補正（表示ムラ）データを決定し、
予め記憶部２０に書き込んで記憶させておく。このムラ補正データ（補正値）は、一般的
に、色（例えば、Ｒ（レッド）、Ｇ（グリーン）及びＢ（ブルー）の各々）と、階調（階
調２５５、１９２、１２８、６４、０）の各々との組合わせ毎に、上記表示画面における
位置（例えば、表示画面の画素の配列において、所定の横２０画素、縦１１画素）に対応
して、それぞれ独立したルックアップテーブルとして記憶部２０に書き込まれて記憶され
ている。これらの補正値は、表示画面における画素の位置、画素の階調に対して全て設定
されているのではなく、記憶部２０の記憶容量の増加を抑制するため、所定の代表的な階
調あるいは所定の間隔に散布された位置の画素に対して設定されている。液晶パネルのム
ラ補正は、ムラ補正データを用いて行われる。なお、黒ムラ補正は階調０のムラ補正に対
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応する。
【００２７】
　したがって、補正値が存在する画素間にある、補正値が存在しない画素に対しては、補
正値が存在する最も近接する２つの画素の補正値の直線補完などにより、補正値を求める
ことになる。同様に、補正値が存在する階調間にある、補正値が存在しない階調に対して
は、補正値が存在する最も近接する２つの階調の補正値の直線補完などにより、補正値を
求めることになる。
　表示画面における表示ムラ調節は、例えば、ＣＣＤ（charge coupled device）などの
撮像素子により取得した２次元輝度分布（表示ムラ分布）に基づいて、表示ムラが低減さ
れる補正値を求めることで行なう。すなわち、液晶パネル２１の製造時において、表示画
面における各位置の画素の階調を全て同一とし、表示ムラが均一となるように、その階調
となる各画素の補正値を求める。これをすでに述べた代表的な階調毎に行ない、それぞれ
の階調における補正値を求める。
【００２８】
　そして、調整時コントラスト比は、上述した表示ムラが均一となるように補正した際に
おける、表示画面の中央の位置における画素の黒レベルと白レベルとのコントラスト比と
して求められ、予め記憶部２０に書き込まれている。また、表示画面の中央の位置におけ
る画素の黒ムラ補正を行なわない場合のコントラスト比を、無補正コントラスト比として
、記憶部２０に書き込んで記憶させる。表示ムラ（黒ムラ補正）の補正を行なった場合、
原理的に白レベルの輝度が低下し、黒レベルの輝度が上昇する。このため、調整時コント
ラスト比は、無補正コントラスト比に対して低下することになる。例えば、無補正コント
ラスト比が１０００：１であっても、表示ムラの補正を行なった場合、調整時コントラス
ト比として３００：１に低下する。
【００２９】
　黒ムラ補正量計算部１５は、上述した記憶部２０に記憶されている調整時コントラスト
比を参照して、ルックアップテーブルにおける表示ムラの補正値を用いて目標コントラス
ト比が実現できるように、表示画面画像の各々の画素の黒ムラ補正量を算出する。ここで
、記憶部２０に記憶されているルックアップテーブルにおける表示ムラの補正値は、調整
時コントラスト比に対応している。このため、ルックアップテーブルの補正値をそのまま
用いた場合、ユーザが希望とする目標コントラスト比が得られない。
【００３０】
　黒ムラ補正量計算部１５は、目標コントラスト比が得られるように、以下の処理を行な
う。まず、黒ムラ補正量計算部１５は、記憶部２０から調整時コントラスト比と無補正コ
ントラスト比とを読み出す。また、黒ムラ補正量計算部１５は、表示画面画像における画
素の各々の階調及び液晶パネル２１の位置に対応して、それぞれの画素の階調に対するム
ラ補正量を、記憶部２０のルックアップテーブルを参照して計算する。すでに述べたよう
に、黒ムラ補正量計算部１５は、対象の画素がルックアップテーブルに存在する代表位置
であり、かつ代表の階調であれば、その位置及び階調に対応するムラ補正量を、その画素
の補正値とする。一方、黒ムラ補正量計算部１５は、対象の画素がルックアップテーブル
に存在する代表位置でないか、あるいは代表の階調でない場合、代表位置及び代表の階調
の各々から直線補完などを用いて算出する。
【００３１】
　また、黒ムラ補正量計算部１５は、目標コントラスト比と、調整時コントラスト比及び
無補正コントラスト比の各々とを比較する。そして、黒ムラ補正量計算部１５は、目標コ
ントラスト比が調整時コントラスト比以下であれば、上述したように求めた階調値（ムラ
補正量）を黒ムラ補正量として、黒ムラ補正部１９に対して出力する。
　一方、黒ムラ補正量計算部１５は、目標コントラスト比が無補正コントラスト比を超え
ている場合、黒ムラ補正量を「０」として、黒ムラ補正部１９に対して出力する。また、
黒ムラ補正量計算部１５は、目標コントラスト比が、調整時コントラスト比を超え、かつ
無補正コントラスト比未満である場合、目標コントラスト比から調整時コントラスト比を
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減算した減算結果を、無補正コントラスト比から調整時コントラスト比から減算した減算
結果により除算し、１から除算結果を減算した数値を調整量とする。そして、黒ムラ補正
量計算部１５は、求めたムラ補正量に対して上記調整量を乗算し、この乗算結果を黒ムラ
補正量として、黒ムラ補正部１９に対して出力する。
【００３２】
　上述した処理において、各画面において設定された白レベルと黒レベルとから求めた黒
輝度を、目標コントラスト比と調整時コントラスト比との比較に対応して、最大白レベル
に対する相対的な黒レベルに再度変換している。この変換は、黒ムラ補正が表示画面画像
の表示ムラの補正であり、白レベル（最大白レベル）を輝度の最大値（基準値）として、
この白レベルに対する相対値として、表示ムラの補正に用いる黒ムラ補正量を算出するた
めに行なわれる。一般的に、液晶パネル２１などの液晶ディスプレイにおける絶対的な輝
度は、バックライトの照射光の制御により決定される。このため、オフセット量、黒ムラ
補正量などの画像補正値は、白レベルに対する相対値として求める必要がある。
【００３３】
　図２は、本実施形態における、目標コントラストが１００：１の場合の黒ムラ補正を行
なったときの表示ムラの一例を示す図である。図３は、本実施形態における、目標コント
ラストが３０：１の場合の黒ムラ補正を行なったときの表示ムラの一例を示す図である。
図４は、本実施形態における、目標コントラストが１０：１の場合の黒ムラ補正を行なっ
たときの表示ムラの一例を示す図である。なお、表示画面内における表示ムラは、個々の
表示パネルによって異なる。
　図２、図３及び図４の各々において、ｘ軸は液晶パネル２１の表示画面の横方向（例え
ば、長尺方向、または水平方向）の画素の位置を示している。また、ｙ軸は液晶パネル２
１の表示画面の縦方向（例えば、短尺方向、または垂直方向）の画素の位置を示している
。ｚ軸は、ｘ軸におけるｘ座標とｙ軸におけるｙ座標とにより示される、表示画面の画素
の位置における画面輝度[cd/m２]を示している。この画面輝度は、黒ムラ補正量に対応し
ている。
　図２、図３及び図４の各々に示されるように、目標コントラスト比が小さくなるに従い
、輝度を補正する黒ムラ補正量が増加する。すなわち、図２は、黒ムラ補正がかかってい
ない、またはほとんどかかっていない状態を示す。図３は、表示画面の最低輝度が０．４
[cd/m２]程度になるように黒ムラ補正をかけた状態を示す。また、図４は、表示画面の最
低輝度が０．６[cd/m２]程度になるように黒ムラ補正をかけた状態を示す。
【００３４】
　黒ムラ補正部１９は、表示画面画像の各画素の階調を、黒ムラ補正量計算部１５が求め
た黒ムラ補正量に対応した階調値により補正する。そして、黒ムラ補正部１９は、各画素
の階調が補正された表示画面画像を、液晶パネル２１に対して出力する。
　液晶パネル２１は、黒ムラ補正部１９から供給される表示画面画像を、表示画面に対し
て表示する。
【００３５】
　上述したように、本実施形態によれば、液晶パネル２１の表示画面に複数の画面を表示
させる際、黒ムラ補正部１９で補正される表示画面画像の全体で共有される最小黒輝度の
レベルと、画像オフセット部１７で補正される画面間の黒レベルに基づくオフセットとに
より、黒レベルを分割して補正、すなわち２段階で補正することにより、画面毎の画質設
定と、表示画面における表示ムラの抑圧（ムラ補正）との各々を両立して行なうことがで
きる。このため、本実施形態によれば、複数の画面の各々に対して、それぞれに独立した
黒レベルの設定を行ない、かつ表示画面全体における黒ムラのムラ補正を行なえるため、
画面の各々の独立した画質設定に対応した画面表示画像を、それぞれ画面に適切に表示す
ることができる。
【００３６】
　図５は、本発明の実施形態の概念を説明する図である。図５において、本発明の実施形
態における画像表示装置１００は、液晶パネルの表示画面に表示される複数の画面の各々
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の黒ムラを補正して表示する画像表示装置であり、画像オフセット部１７と黒ムラ補正部
１９と液晶パネル２１とを備えている。画像オフセット部は、液晶パネル２１の表示画面
に表示される画面毎に設定される黒レベルに基づくオフセット量により、画面それぞれの
黒レベルの輝度を調整する。黒ムラ補正部１９は、黒レベルと画面毎に設定される白レベ
ルとにより、液晶パネル２１の表示画面に表示される画面を合成した表示画面画像全体に
おけるムラ補正を行ない、液晶パネル２１に対して、この表示画面画像を出力する。
【００３７】
　これにより、表示画面に表示される複数の画面毎に適切な画像を表示することができる
。また、表示画面に表示される複数の画面毎に独立した画質設定に対応した画像を画面に
正確に表示することができる。
【００３８】
　図６は、画像表示装置１が行う液晶パネル２１に表示画面画像を表示する処理例を示す
フローチャートである。
　ステップＳ１：
　画像入力部１６は、外部機器から液晶パネル２１の表示画面に表示する画面の各々の画
面表示画像を入力する。
　また、図示しない入力手段から、ユーザによって画面の各々に対する黒レベルと白レベ
ルとのそれぞれの設定値が入力され、記憶部２０に書き込まれて記憶される。
【００３９】
　ステップＳ２：
　黒輝度算出部１１は、記憶部２０から画面の各々の黒レベル及び白レベルを読出し、そ
れぞれの画面の黒輝度を算出し、各画面に対応させて記憶部２０に対して書き込んで記憶
させる。
【００４０】
　ステップＳ３：
　最小黒輝度選択部１３は、記憶部２０を参照し、記憶されている各画面の黒輝度から最
小の黒輝度を、最小黒輝度として選択して読み出し、オフセット量算出部１２に対して出
力する。
　また、最大輝度選択部１４は、記憶部２０を参照し、記憶されている各画面の白レベル
から最大の白レベルを、最大白レベルとして選択して読み出し、オフセット量算出部１２
に対して出力する。
　そして、オフセット量算出部１２は、最小黒輝度と最大白レベルから画像オフセット補
正量（オフセット量）を算出する。すなわち、オフセット量算出部１２は、画面の各々の
黒輝度と最小黒輝度とから、それぞれの画面の差分輝度を求める。オフセット量算出部１
２は、画面の各々の差分輝度を最大白レベルで除算し、除算結果を画面それぞれの画像オ
フセット補正量として算出する。オフセット量算出部１２は、画面の各々の画像画像オフ
セット補正量それぞれを画像オフセット部１７に対して出力する。
【００４１】
　ステップＳ４：
　画像オフセット部１７は、供給された画像オフセット補正量に基づき、画面の各々の画
面表示画像の黒レベルを上昇させるオフセット処理により、各画面の画面表示画像におけ
る階調の補正を行う。
　そして、画像合成部１８は、階調の補正が行なわれた画面表示画像の各々の合成を行な
い、液晶パネル２１の表示画面に表示される表示画面画像を生成する。
【００４２】
　ステップＳ６：
　黒ムラ補正量計算部１５は、上記表示画面画像における画素の各々の階調及び液晶パネ
ル２１の位置に対応して、それぞれの画素の階調及び位置に対応したムラ補正量を、記憶
部２０のルックアップテーブルを参照して、ルックアップテーブルの補正値を用いた直線
補完などを行なって求める。
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【００４３】
　ステップＳ７：
　次に、黒ムラ補正量計算部１５は、最大白レベルを最小黒輝度により除算し、除算結果
を目標コントラスト比とする。また、黒ムラ補正量計算部１５は、記憶部２０から調整時
コントラスト比と無補正コントラスト比とを読み出す。
　そして、黒ムラ補正量計算部１５は、目標コントラスト比と、調整時コントラスト比及
び無補正コントラスト比の各々とを比較する。このとき、黒ムラ補正量計算部１５は、目
標コントラスト比が調整時コントラスト比以下であれば、処理をステップＳ８へ進める。
また、黒ムラ補正量計算部１５は、目標コントラスト比が、調整時コントラスト比を超え
、かつ無補正コントラスト比未満である場合、処理をステップＳ９へ進める。また、黒ム
ラ補正量計算部１５は、目標コントラスト比が無補正コントラスト比を超えている場合、
処理をステップＳ１０へ進める。
【００４４】
　ステップＳ８：
　黒ムラ補正量計算部１５は、目標コントラスト比が調整時コントラスト比以下の場合、
求めた階調値（ムラ補正量）を黒ムラ補正量として、黒ムラ補正部１９に対して出力する
。
【００４５】
　ステップＳ９：
　黒ムラ補正量計算部１５は、目標コントラスト比が、調整時コントラスト比を超え、か
つ無補正コントラスト比未満である場合、目標コントラスト比から調整時コントラスト比
を減算した減算結果を、無補正コントラスト比から調整時コントラスト比から減算した減
算結果により除算し、１から除算結果を減算した数値を調整量とする。そして、黒ムラ補
正量計算部１５は、求めたムラ補正量に対して上記調整量を乗算し、この乗算結果を黒ム
ラ補正量として、黒ムラ補正部１９に対して出力する。
【００４６】
　ステップＳ１０：
　黒ムラ補正量計算部１５は、目標コントラスト比が無補正コントラスト比を超えている
場合、黒ムラ補正量を「０」として、黒ムラ補正部１９に対して出力する。
【００４７】
　ステップＳ１１：
　黒ムラ補正部１９は、表示画面画像の各画素の階調を、黒ムラ補正量計算部１５が求め
た黒ムラ補正量に対応した階調値により補正する。
【００４８】
　ステップＳ１２：
　液晶パネル２１は、黒ムラ補正部１９が補正した表示画面画像を、表示画面に表示する
。
【００４９】
　また、図１の画像表示装置における液晶パネルにおける表示ムラを補正する処理を、画
像表示装置における制御機能を実現するためのコントロールを外部コンピュータシステム
によって行てもよい。なお、ここでいう「コンピュータシステム」とは、ＯＳや周辺機器
等のハードウェアを含むものとする。
【００５０】
　以上、この発明の実施形態を図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこの実施
形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００５１】
　上述した画像表示システムは、表示画像において数値的に正確な色再現が必要であり、
かつユーザに対して負荷をかけることなく、簡便な操作により使い勝手が良いことが求め
られる液晶を用いたディスプレイに適用することができる。特に、グラフィックデザイン
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や印刷所向け用途や、医用の画像診断向け用途など、正確な色再現が必要な用途に適して
いる。
【符号の説明】
【００５２】
　１，１００…画像表示装置
　１１…黒輝度算出部
　１２…オフセット量算出部
　１３…最小黒輝度選択部
　１４…最大輝度選択部
　１５…黒ムラ補正量計算部
　１６…画像入力部
　１７…画像オフセット部
　１８…画像合成部
　１９…黒ムラ補正部
　２０…記憶部
　２１…液晶パネル

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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